
国
土
緑
化
推
進
機
構

会
長
賞
を
受
賞

�
甲
賀
愛
林
ク
ラ
ブ

　
第
38
回
全
国
育
樹
祭
で
、
甲
賀
愛
林
ク
ラ

ブ
が
国
土
緑
化
推
進
機
構
会
長
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
「
上
下

流
連
携
の
森
林
づ
く
り
の
推
進
」
を
か
か
げ
、

毎
年
ヒ
ノ
キ
の
皮
剥
ぎ
間
伐
の
体
験
や
自
然

観
察
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
木
工
教
室
な
ど

を
企
画
。
琵
琶
湖
・
淀
川
水
系
の
上
下
流
住

民
の
ふ
れ
あ
い
交
流
に
大
変
重
要
な
役
割
を

果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
団
体
と
連
携
し
、
林
地
内

の
利
用
可
能
な
木
材
を
搬
出
し
て
集
積
場
に

集
め
、
そ
の
実
績
に
応
じ
た
地
域
通
貨
に
交

換
す
る
「
甲
賀
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

発
足
し
、
地
域
起
こ
し
の
活
動
に
も
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
同
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▶
受
賞
し
た
甲
賀
愛
林
ク
ラ
ブ
西
田
会
長

問い合わせ

林
業
振
興
課

☎
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５‐０
７
１
５
／

６
３‐４
５
９
２

昭和45年4月に水口町消防団に入団。平成11年に
は副団長、合併により発足した甲賀市消防団では平
成17年4月から水口方面隊長に就任。市消防団の発
展の礎を築かれました。

「消防団は常備消防を支え、現場の安全管理と後方
支援に徹する」との信念から、水利確保と延焼防止
の重要性を繰り返し団員に説き、実際の火災現場を
想定した長距離におよぶ中継送水訓練を実施するな
ど人材育成にも尽力されました。

老人福祉に貢献するという信念に基づき、特別養
護老人ホーム信楽荘を開設し、２０年間施設長とし
て運営に力を尽くされました。

生活指導員として長年務められた経験から「利用
者本位」を方針とした利用者に喜ばれる環境づくり
に取り組み、利用者や家族と強い信頼関係を築くと
ともに、施設と地域の交流に努められました。

また、地域社会の福祉活動にも積極的に貢献され、
現在も同施設の顧問として活躍されています。

公立小・中学校の教諭として社会と保健体育の分
野で教科指導に努め、児童・生徒の心身ともに健全
な成長を支えるなど、初等教育、中学校教育に尽力
されました。

また、県教育委員会事務局、甲西町教育委員会事
務局に勤務し、教育行政の推進に努めるとともに、
公立小学校の教頭、中学校の校長を歴任。学校経営
と後進の指導に尽くされました。

昭和55年に国勢調査員として任命されて以来、34
年の永きにわたり統計調査に従事。正確な知識と豊
富な経験により、各種統計調査の円滑な実施に尽く
されました。

とりわけ工業統計調査では、昭和55年12月に任命
されて以来31回の調査に携わり、調査対象と連絡を
密にして相互の信頼関係を築くとともに、丁寧な聞
き取りと説明に努めることにより、精度の高い調査
の実施に多大な貢献をされました。

受章おめでとうございます
秋の叙勲・秋の褒章
平成26年度秋の叙勲、秋の褒章におきまして、市内で次の方 が々受章されました。

秋の叙勲
瑞宝双光章

秋の叙勲
瑞宝単光章

味
あ じ

岡
お か

 利
と し

夫
お

氏（水口町嶬峨）

森
も り

川
か わ

 豊
と よ

和
か ず

氏（奈良県奈良市）

西
に し

村
む ら

 建
け ん

六
ろ く

氏（水口町松栄）

倉
く ら

田
た

 美
み

榮
え

子
こ

氏（水口町北内貴）

秋の叙勲
瑞宝双光章

藍綬褒章（統計調査功績）
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テ
ィ
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佐さ
え
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友ゆ

う
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農
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さ
ん

産
地
賞

■
普
通
煎
茶
の
部

�

一
位　
甲
賀
市

■
か
ぶ
せ
茶
の
部

�

一
位　
甲
賀
市

特
別
賞

■
普
通
煎
茶
の
部

　
農
林
水
産
大
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�
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ひ
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さ
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茶
ど
こ
ろ
・
甲
賀
を
関
西
に
発
信

第
67
回  

関
西
茶
業
振
興
大
会
滋
賀
県
大
会

　
第
67
回
関
西
茶
業
振
興
大
会

滋
賀
県
大
会
が
10
月
26
日
、
あ

い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
関
西
地
区
で
生

産
さ
れ
る
お
茶
の
生
産
技
術
や

品
質
の
向
上
を
図
る
と
共
に
、

お
茶
の
需
要
の
増
進
、
振
興
を

目
的
に
、
県
内
で
は
平
成
17
年

以
来
9
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。市

内
の
茶
業
関
係
者
が

多
数
受
賞

　

式
典
で
は
、
8
月
に
行
わ
れ
た

関
西
茶
品
評
会
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

普
通
煎
茶
の
部
と
か
ぶ
せ
茶
の
部

で
市
内
の
茶
業
関
係
者
が
多
数
受

賞
し
、
甲
賀
市
は
両
部
門
で
産
地

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
広
く
関

西
地
域
の
茶
業
の
振
興
と
発
展
に

功
労
の
あ
っ
た
茶
業
功
労
者
に
対

す
る
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞

�

山や
ま

本も
と　

　
顕あ

き
らさ

ん

�

松ま
つ

下し
た　
良よ

し

正ま
さ

さ
ん

　
公
益
社
団
法
人
日
本
茶
業
中
央
会
長
賞

�

片か
た

木ぎ　
享た

か

央お

さ
ん

�

藤ふ
じ

本も
と　

順じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん

　
全
国
茶
生
産
団
体
連
合
会
長
賞

�

北き
た

田だ　
一か

ず

夫お

さ
ん

�

洞ほ
ら　
　
重し

げ

則の
り

さ
ん

�

北き
た

田だ　
卓た

く

也や

さ
ん

　
全
国
茶
商
工
業
協
同
組
合
連
合
会
理
事
長
賞

�

井い

田だ　
龍

り
ゅ
う

平へ
い

さ
ん

　
日
本
茶
業
学
会
長
賞

�
小お

川が
わ

伊い

之の

輔す
け

さ
ん

お
茶
の
消
費
拡
大
イ
ベ
ン

ト
も
盛
況

　

会
場
と
な
っ
た
あ
い
の
丘
文
化

公
園
一
帯
で
は
様
々
な
関
連
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
江
の
お
茶
席
や
お
茶
当
て
ク

イ
ズ
、
お
茶
の
淹
れ
方
講
座
、
お

茶
摘
み
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
お

茶
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
催
し
や
、

甲
賀
野
菜
な
ど
地
元
農
産
物
の
即

売
を
行
っ
た
軽
ト
ラ
市
、
お
茶
の

加
工
品
、特
産
品
な
ど
の
販
売
ブ
ー

ス
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
、
近

江
の
特
産
物
を
コ
ラ
ボ
し
た
「
近

江
の
恵
み
丼
」
が
無
料
で
振
る
舞

わ
れ
る
な
ど
、
市
内
外
か
ら
の
多

く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
茶
業
関
係
者
で
特
別
賞
・

関
西
茶
業
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
の
は
以
下
の
方
々
で
す
。

関
西
茶
業
功
労
者
表
彰

�

吉よ
し

永な
が

治じ

一い
ち
ろ
う郎

さ
ん

�

樋ひ
ぐ
ち口　

晶あ
き

美よ
し

さ
ん

▲表彰を受ける曽和さん

▲表彰を受ける佐伯さん

8平成 26 年 12 月 1 日9 平成 26 年 12 月 1 日


